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Exploring the Music of KOSEKI Yuji from the World of Japanese Popular Songs 
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2019 年度報告書 《オリンピックと音楽》 
 
 
（表 1） 「福島ハーモニカ・ソサエティー」が出演した主な舞台 
昭和 2（1927）年 全日本ハーモニカ連盟主催のハーモニカ百年祭（日比谷公会堂） 
昭和 3（1928）年 全国名流奏者都下六大合奏合同御大典奉祝大演奏会（日本青年館） 
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菊池によれば、古関は、昭和 3（1928）年から昭和 5（1930）年 8 月まで川俣で過ごした
間に、《交響楽》第 1 番～第 3 番、《ヴァイオリン－セロのコンツェルト》、《五台のピアノの
為のピアノ・コンツェルト》、《一茶の句に依る小品童曲》、《和声を主題とせる交響楽短詩》、
舞踊詩《線香花火》などを作曲したといわれている［菊池 2012、42］2。 

















等に入選した。入選が決定した直後の昭和 5（1930）年 1 月 23 日付けの福島民報新聞、福
島民友新聞では、古関の作品が世界的に認められたという快挙が報道された。 
そして、この入選をきっかけに同出版社の運営する作曲家協会の会員になるのだが、上述












3 齋藤秀隆によれば、丹治嘉市蔵『ビクター』1930 年 7 月号に掲載されている古関自身が執筆
した「作曲者自伝」にこのような記述がある［齋藤 2000、59-61］。 
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平成 7（1995）年に日本コロムビア株式会社より《軍歌戦時歌謡大全集》という CD のシ
リーズが出されたのだが、その第 15 集（CD1 枚）は《古関裕而作品集》である（全 17 曲収
録）。それほどに戦時歌謡・軍国歌謡といった分野に占める古関の位置は大きいのである。 
ここで、この分野の古関の作品のうち、特に重要なものについてごく簡単に言及しておく。 
○《露営の歌》（昭和 12（1937）年 10（あるいは 9）月発売）は、東京日日新聞による懸
賞募集で当選した歌詞に古関が曲をつけたものである。古関の軍国歌謡作曲家として
の運命を決定づけた歌であり、レコード売り上げは 60 万枚に達した。 
○《暁に祈る》（昭和 15（1940）年 6 月発売）は、同年に封切られた松竹映画（歌と同タ
イトル）の主題歌として書かれたものである。古関の軍国歌謡の最大のヒット曲であり、
古関自身にとっても「快心の作」であった［古関 1997］。 
なお、昭和 55（1980）年、作曲生活 50 年と勲三等瑞宝章受章を記念したお祝いの会で配
られたレコードには、古関自身の選曲により、上記 2 曲と《若鷲の歌》（昭和 18（1943）年
















○《夢淡き東京》（昭和 22（1947）年 5 月発売）は、連続ラジオ・ドラマ《音楽五人男》を
映画化した東宝映画（ドラマと同タイトル）の主題歌として作曲されたものである。歌っ
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年 1 月に発売されたがあまり売れず、藤山一郎の歌で昭和 7（1932）年 3 月に改めて発売
され、大ヒットを記録した。 
《影を慕いて》は、現在では「演歌」の典型的なサウンドと見なされているのだが9、こ
                                                   






8 昭和 20 年代末から昭和 30 年代にかけて、レコード歌謡が「田舎調」を志向するようになっ
たことについては本論 9-10 ページを参照。 
9 《影を慕いて》が現在では「演歌」の典型的なサウンドと見なされていることについては本
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和 23（1948）年 7 月発売）であった。レコードは空前の売れ行きをみせ、古賀メロディの
戦前・戦後を通じての最大のヒット曲となった。 











                                                   
論 10-11 ページを参照。 
10 この時期のレコード歌謡のあり方の変化について、詳細には［輪島 2010、74ff.］を参照。 
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12 「国民文化」創造への志向が 1960 年代末頃まで機能していたことについては［渡辺 
2013、第 5 章（270-325）］を参照。 
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コロムビア COCA-12465《軍歌戦時歌謡大全集 15 古関裕而作品集》（八巻明彦監修、1995） 
―八巻明彦 1995、（ブックレット所収）「監修のことば」、3、「自然体で一生懸命生き
た古関裕而」、4-5、「曲目解説」、15-19 
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